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■ 新型コロナウイルス感染症と診断された際に発行される｢就業制限について(通知)｣は終了しました。今後は、医
療機関で配布される｢新型コロナ療養ガイド｣などをご活用ください

◆新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンの同
時接種が可能となりました

◆１〜２回目のワクチン接種も引き続き実施していま
す。新型コロナウイルスに感染したことがあるかた
もワクチン接種が可能です

◆ワクチン接種は、強制ではなく、本人の意思に基づ
き受けていただくものです。周りのかたなどに接種
を強制したり、接種を受けていない人に差別的な扱
いをすることがないようにお願いします

◆一部のコンビニエンスストアで、予防接種証明書の
発行が可能となりました。発行にはマイナンバー
カードと発行料(120円)が必要です。詳しくは、専
用ウェブサイトをご確認ください

◆５〜11歳で、２回目の接種が完了しているかたが対
象です。10月以降順次接種券をお送りしています

◆小児の接種には保護者の同伴が必要です。また、予
診票には必ず保護者の署名をお願いします

◆詳しくは、専用ウェブサイトをご確認ください

新型コロナウイルスワクチン接種

▶聴覚に障がいのあるかたや、電話での問い合わせが難し
いかたはFAXでも受け付けています。

健康管理課FAX(883)1158

ワクチン専用ウェブ

ワクチン接種専用ウェブサイト 
　　　https://acity-va.com

(平日9:00〜18:00)

秋田市新型コロナウイルス
ワクチン接種コールセンター

☎0120-73-8970

新型コロナウイルス

５〜11歳のお子さんの
３回目ワクチン接種を実施しています

☎018(866)705017:00〜翌8:00☎018(895)91768:00〜17:00

▶LINEでも相談できます。右記のコー
ドからアクセスしてください

24時間受付

新型コロナウイルス感染症総合案内窓口へ
発熱などで相談先に迷ったら

新型コロナLINE

■ かかりつけ医がいないなど、医療機関に迷う場合は、上記の総合案内窓口へご相談ください。

　市の計画｢健康あきた市21｣の推進を目的として、家族みん
なで健康づくりに取り組む機会につながるように〝元気もり
もり子ども絵画〟を、小･中学校などを通して募集しました。
　選考の結果、下記の４人の作品が入賞しました。おめでと
うございます！ 応募作品は、10月30日(日)まで、きららと
しょかん新屋図書館に展示します。保健総務課☎(883)1170

10月は健康づくり月間
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＊接種間隔については、国で短縮を検討しているため変更と
なる可能性があります。

◆12歳以上で、２回目の接種が完了しているすべての
かたが対象です

◆ワクチンの種類は、オミクロン株と従来株に対応し
たワクチンです

◆接種券は前回の接種から５か月経過したかたに、次
の新しい接種券をお送りします

　▶５回目接種券…４回目の接種を完了したかた
　▶３･４回目接種券…２･３回目の接種を完了したか　

たで、まだ接種券が届いていないかた

◆すでに３･４回目接種券が届いているかたは、その
ままオミクロン株対応ワクチン接種に使用できます

オミクロン株対応ワクチンの
接種を実施しています

◆秋田市保健所長賞(左の作品)…飯島小２年 大谷真一さん
◆全国健康保険協会秋田支部長賞…秋田西中３年 山岡詩音さん
◆健康あきた市21推進賞…秋田西中３年 川村愛菜さん
                                 …飯島小４年 大谷華子さん　
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　支給額は①②ともに児童１人につき５万
円です。下記の対象となるかたは申請をし
てください。申請書は市ホームページから
ダウンロードできます。
＊令和４年４月分の児童手当、児童扶養手当受給

者についてはすでに支給済みです。

子育て世帯生活支援特別給付金

対象

▶令和４年３月31日時点で18歳未満のお
子さん(障がい児については20歳未満)を
養育していて、令和４年度分の住民税均
等割が非課税であるか、新型コロナウイ
ルスの影響を受けて家計が急変し、住民
税均等割が非課税のかたと同じ事情にあ
ると認められるかた

＊令和４年４月から令和５年２月末までに生まれ
た新生児も対象です。

②その他世帯分(広報ID番号 1034834)

①ひとり親世帯分(広報ID番号 1034734)

▶公的年金などを受給していることによ
り、令和４年４月分の児童扶養手当の支
給を受けていないかた

▶令和４年４月分の児童扶養手当は受給し
ていないが、新型コロナウイルスの影響
を受けて家計が急変し、収入が児童扶養
手当を受給しているかたと同じ水準に
なっているかた

問い合わせ▶子ども総務課
☎(888)5689・☎(888)5690

　秋田市国民健康保険に加入している被用
者(会社などに勤務)のうち、新型コロナウ
イルスにより就労できなかったかたへ、傷
病手当金を支給します(適用期間＝令和２
年１月１日▶令和４年12月31日)。
　労務に服することができなかった日ごと
にその翌日から起算し、２年を経過すると
時効になります。
　申請には事業主などからの証明が必要で
す。詳しくは、市ホームページをご覧くだ
さい。◆広報ID番号 1025594

問い合わせ▶国保年金課☎(888)5630

新型コロナウイルスで就労でき
なかったかたへの傷病手当金

◆11月５日(土)に津波避難訓練を実施します
　11月５日(土)10:00から、飯島穀丁町内で津波

避難訓練を実施します。対象地域のみなさんのご

協力をお願いします。

　11月５日の｢津波防災の日｣は、東日本大震災を
はじめとする、これまでに受けた津波被害の教訓を
風化させないために定められたもので、毎年この日
の前後１週間に、全国で津波防災に関する普及･啓
発活動や、津波防災訓練が実施されています。

防災安全対策課☎(888)5434

◆津波警報サイレンを鳴らします
　11月５日(土)10:00から約３分間、沿岸部にあ

る11か所(下の地図)の津波警報サイレンを一斉に

鳴らします。災害ではありませんので、お間違え

のないようお願いします。

　地震の揺れが起きたら、まずは｢より早く｣避難
しましょう。避難する場合は、今いる場所から
｢より高い｣場所をめざしましょう。そして、時間
的な余裕があれば｢より遠く｣へ逃げましょう。
　素早い避難ができれば、より高い場所はもちろ
んですが、津波の被害の及ばない、より遠い場所
へ逃げることもできます。自分の命を守るため、
この心構えを覚えてください。

｢より早く、より高く、より遠く｣の心構え

11月５日は津波防災の日
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